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本研究は，他動性という観点を用いて，韓国語の를 reul を中心に，日本語の格助詞ガ・ヲ・

ニについて，どのような対応関係が見られるのかを明らかにし，その「ずれ」の部分を中心に用

例を整理・分析し，これらの格助詞の「ずれ」がどのような原因で起こるのかを明らかにしよう

としたものである．また，いわゆる를 reul あるいはヲをとる典型的な他動詞文が周辺的な他動

構文となるにつれて，를 reul やヲ以外の格助詞との交替が可能になっていく過程を観察するこ

とにより，他動詞文と自動詞文の境目においてそれぞれの格助詞がどのような役割を担って機能

しているのかを明らかにしようとしたものである． 

 本研究で明らかにしようとしたのは以下のような点である． 

 

① 格助詞の対応が見られるのは，どのような構文なのか．他動性とはどのように関わってい

るのかという点． 

② 他動性の観点から，両言語の構文にはどのような違いが見られるのかという点． 

③ 個別言語内での格助詞の「ゆれ」は，どのような原因によるものなのか．例えば，韓国語

で를 reul と에 e/에게 ege の両方が使えるような構文では，なぜそのような「ゆれ」が見ら

れるのかという点． 

④ 韓国語と日本語の間で，格助詞の対応に「ずれ」が見られるような構文は，どのような原

因によるものなのかという点． 

⑤ 以上の点を総合して，本研究で扱う構文が，他動性の枠の中で両言語の構文的特徴をどの

ように反映しているのかという点． 

 



第 1章では，他動構文における他動性の問題も含めて，韓国語の助詞를 reul と日本語の助詞

ヲがそれぞれの言語においてどのような位置を占めているかを明らかにするという課題を設定

し，表面的には用法のずれとみられるものが，助詞の機能の違いによるものなのか，構文的なも

のなのか，さらには，両言語の事柄のとらえ方の違いによるものなのか，という問題点を提起し

た．また，格や格助詞と関連する概念について，本稿での立場を明らかにした． 

 第 2 章では，韓国語の를 reul と日本語のヲについての先行研究を概観し，両言語の를 reul

とヲが，大部分の用法において共通の機能を持ちながらも，를 reulは「動作の目的」「二重対格

構文の与格標示機能」などヲが持っていない機能を兼ね備えているほか，[対象]などを表す一部

の動詞においては，日本語では自動詞や形容詞が対応することによって，標示にずれが生じるこ

とを確認した．さらに本研究においての[対象]を表す名詞句について整理し，本研究での立場を

明らかにした．  

 [対象]については，先行研究を元に以下の通りに本研究での規定を提示した． 

 

(1) 主体の動作の影響を受けるもの，あるいは，主体の置かれた状態と密に関わるもの，

状態の在りかや内容を表すもの． も典型的な[対象]としては，動作の影響を受け物

理的な変化を被るような[対象]である． 

 

 また，仁田(1993)の考えを受け入れて，[対象]らしさの度合いによって[対象]を捉えるという

立場を取ることを示した．これは，他動性の高低とも結びつく問題である．  

第 3章では，「他動性」の観点から両言語の動詞の分類を試みた．まず，第 2章で見た[対象]

に該当するような名詞句に対して，H&T(1980)や角田(1991)など，従来の研究での他動性判断の

ためのパラメータを参考に，動詞の「働きかけ」が及ぶ度合いや方向という意味的な側面から，

動詞を大まかに分類した．さらに，格枠組みや自動詞，受動形の有無など，形式的な側面を考慮

にいれて， も典型的な他動詞から感情を表す形容詞まで，[対象]をとる動詞・形容詞を「物理

的変化」から「感情形容詞」まで 12 種類に分類した(第 3章図１)． 

この分類基準で韓国語と日本語の動詞を見ていくと，[対象]が変化を被るような典型的な他動

詞においては，両言語で形式的な差がほとんどみられなかった．しかし，韓国語においては，動

詞の表す動作（正確には「状態」や「感情」なども含む）の意味が対象に働きかける度合いが少

なくなるほど，를 reul 以外の格助詞と交替可能になる傾向が見られた．また，そのような動詞

の多くが日本語では，ヲを取らない，あるいは格助詞にゆれがある動詞である．また，日本語で

も韓国語でも他動性が高い他動詞ほど，対応する自動詞や受動形を持っているが，日本語の方が，

ニをとる動詞構文からも受動文が作れるなど，受動文が作れる範囲も広いことも確認した． 

第 4章では，韓国語の에 e/에게 ege と日本語のニについて，先行研究を概観したうえで，第 3

章で見た「他動性」の形式的な側面において，韓国語では를 reul と에 e/에게 ege を，日本語で

はヲとニを取るような構文を中心に，個別言語内での助詞の交替と，両言語間での対応の「ずれ」

を概観し，その要因や使い分けの条件を探った． 

 第 3章の分類に従って見ると，これらの動詞は，「態度による働きかけ」「感情による働きかけ」



「結果や関係を表す動作」「対面の動作」「移動の動作」に当てはまるどうしである．これらは他

動性の観点からすると，典型的な他動詞ではないが，他動詞としての特徴がある程度明確なもの

から，移動動詞のように，他動詞と自動詞の区分において議論が多い動詞まで含まれている．こ

れらの動詞の考察結果から明らかになったことは，以下の通りである． 

 

① 韓国語の를は，「働きかけ」や〈目的性〉の関与により標示可能になり，에 e は「動作や感

情の向かう方向」や〈場所性〉が認められる場合に標示可能となる．日本語のヲは〈目的

性〉との結びつきがそれほど強くなく，〈目的性〉が関与するような名詞句もニで標示可能

である． 

② 韓国語の를は，2 項動詞において有情物である[対象(相手)]を標示する機能を持っている．

逆に日本語は 2 項動詞であっても 3 項動詞であっても[対象(相手)]を標示する機能はニが

担っている．対面を表す動詞において，韓国語では에게egeは現れず，対面の[相手]は를reul

で標示されるのは，このような理由によるものである 

③ 에 e と를 reul の複合形에를 ereul は，[動作主]が意志を持った有情物である場合に出現可

能であり，〈場所性〉と〈目的性〉の両方が関与している． 

 

 他動性の分類の段階で，韓国語では，典型的な他動詞から離れてまもなく에 e/에게 ege が現

れるものの，依然として를 reul の役割が大きく，移動動詞を含む働きかけがほとんど見られな

いような動詞に至っても를 reul が文の成立に重要な役割を担っている．これは，動詞の意味的

なレベルが両言語でほぼ同じでも，形式的なレベルにおいては，韓国語では를 reul が，日本語

ではニが，それぞれの言語の他動性に関わる構文に大きく寄与していることを意味すると言え

る. 

 第 5 章は，第 4章で見た例よりもさらに典型的他動詞から離れた，ほとんど他動性が見られな

い構文において見られる日本語のガとヲ，韓国語の가 ga と를 reul の交替や，両言語における助

詞の不一致から，それぞれの助詞の性質を改めて浮き彫りにしようと試みた．このような語とし

ては，「認識・能力を表す動詞・形容詞」「感情形容詞」が挙げられる．これらの助詞の両言語に

おける「ゆれ」や「ずれ」は，가と를，ガとヲをめぐって起こり，韓国語も日本語も[対象]を表

す用法の場合に現れる．「認識・能力を表す動詞・形容詞」「感情形容詞」の中でも，本稿では，

願望表現，可能表現，難易表現のような補文構造による格助詞のずれを中心に見た．第 5章で明

らかになったことは以下の通りである． 

 

① 願望表現においては，日本語でも韓国語でも「食べる」，「飲む」，「言う」，「聞く/聴く」，「見

る」，「読む」のような，他動詞でありながら他動性が高くない動詞が願望表現になるとガ

が取りやすい．また，次の段階として，名詞句が限定的であるほどガが取りやすい傾向も

見られた． 

② 韓国語の願望表現は，日本語よりも가を取るための制約が強く，限られた動詞において，

あるいは名詞句が限定的な場合に限られている． 



③ 日本語の可能表現においては，〈動作性〉と〈状態性〉によって，ヲを取るか，ガを取るか，

決定づけられていると思われる． 

④ 韓国語の可能表現は，先行研究で가 ga もとれるとしている例があったが，実際は，가 ga

を取るような用例が見られなかった．難易表現も同様である． 

 

 以上の構文の考察の中で，日本語のガは，感情，認識，能力などの[対象]を表示できるが，韓

国語は感情の[対象]以外では가 ga を取らないというように，日本語よりも[対象]を標示する範

囲が広いことを確認した．また，日本語には，韓国語に比べて，構文構造の変化に柔軟に対応す

るという特徴があり，これが日本語の助詞のゆれが容認されやすい理由であると考えられる．一

方，韓国語は構造に忠実であるという特徴がある．唯一願望表現ではゆれがはっきり見られるが，

名詞句の焦点化の機能が強く表れており，日本語のガと異なった振舞いを見せている．  

 全体として，他動性の高い典型的な他動詞文(変化を含意するもの，働きかけが直接及ぶもの)

は，日本語も韓国語も格助詞の現れ方に違いが見られないが，直接的な接触がない「感情による

働きかけ」よりも他動性が低い段階になると，韓国語では를 reul は基本的にすべての構文で可

能であるものの，日本語では，ヲが現れる構文が少なくなり，その代りにニやガの出現が韓国語

の에 e/에게 ege や가 ga に比べて多くなる．また，韓国語で를 reul と에 e/에게 ege の両方が現

れるようなグループでは，日本語ではニが，韓国語の를 reul の役割まで担っている場合もあり，

あるいは，移動動詞のように，日本語でもヲを取る場合でも，それぞれの格助詞が標示する名詞

句が異なる場合もある． 

 全体として，韓国語は，를 reul が 2 項以上の構文においてかなり広範囲で用いられ，韓国語

の動詞の構文構造を支えるという点で重要な役割を担っている．それは他動性が低い動詞におい

ても，를 reul が現れることからもわかる．それに対して，日本語は，ヲが構文構造を支えるの

に重要であることには変わりないが，韓国語の를 reul よりもその使用範囲は狭く，他動性が低

くなるほど，[対象]の表示はヲからニとガにシフトしていくという特徴が見られる． 

 


